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年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
自

治
会
活
動
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
中
を
何
年
も
悩
ま
せ
た
コ
ロ
ナ
も
５

類
に
分
類
さ
れ
、
少
し
ず
つ
日
常
が
取
り
戻
せ
る

年
に
な
り
そ
う
で
す
。
本
年
は
辰
年
で
す
。
草
木

が
伸
長
し
、
形
が
整
い
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
年
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
立
石
自
治
会
も
、
い
よ
い

よ
新
自
治
会
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
契
機

に
、
今
ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
班
、
ま
た
御
家

族
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
自
治
会
活
動
に
と
な
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

田
休
み
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
健
康
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
活
動
、
美
し
い
立
石
づ
く
り
な
ど
、
無
理
せ

ず
永
く
続
く
活
動
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、　

班
長

会
で
立
石
の
情
報
を
発
信
し
、
み
ん
な
で
共
有
し

な
が
ら
、
自
治
会
で
取
り
組
め
る
こ
と
は
き
め
細
や

か
に
素
早
く
行
い
、
豊
か
な
ふ
る
さ
と
、
里
山
で
の

生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
健
康
で
素

晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
し
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
石
自
治
会
長　

河
野　

禎
司

2024.1.1 尾首の初日の出　※写真提供：久保永美沙さん（中川）

迎
春
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尾首からの初日の出を拝む
2024年元日

　尾首からの初日の出を皆で拝もうと、元日の朝、「立石を
めでる会（代表：本田武夫）」の呼びかけにより、町内から
約 40 人が展望台に集まりました。
　7 時過ぎ、南の空は厚い雲に覆われていましたが、皆の
想いが天に届いたのか、7 時 40 分頃に雲の隙間から暖かい
初日が差し込みました。
　会場では、温かいコーヒーやぜんざい、焼きシイタケが
振舞われたほか、日の出とともに立石獅子舞が新年の門出
を祝いました。（表紙写真）
　内子を朝 4 時に出発したという自転車愛好者の参加もあ
り、会場は和やかな交流ムードに包まれていました。

新
立
石
自
治
会
館
の
実
施
設
計
書
が
完
成
！

　

来
年
度
建
設
予
定
の
新
立
石
自
治

会
館
実
施
設
計
書
が
完
成
し
ま
し

た
。
設
計
書
に
は
、
建
設
検
討
委
員

会
で
話
し
合
わ
れ
た
協
議
内
容
が
す

べ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
予
算
は
、
令
和
６
年
度
内
子

町
一
般
会
計
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

る
予
定
で
、
来
年
度
内
の
完
成
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
中
旬
に
次
回
建
設
検

討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、

今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【正面】

【後面】

【西面】 【東面】

新年
あけまして
おめでとうございます



2024（令和 6）年 1月 会　報　た　て　い　し 第２５９号

3

立
石
歴
史
探
訪
⑥

大
イ
チ
ョ
ウ
と
牛
頭
天
王 

（
中
組
）

　

宮
脇
千
夜
子
さ
ん
（
中
組
）
宅
横

の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
―
。
町
内
で
も
屈

指
の
大
き
さ
で
、
立
石
の
秋
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
幹
回
り

は
、
大
人
３
人
で
や
っ
と
囲
え
る
大

き
さ
。
雄
株
な
の
で
「
ギ
ン
ナ
ン
」

は
生
り
ま
せ
ん
が
、
老
木
の
証
で
も

あ
る
「
気
根
」
が
太
い
幹
か
ら
い
く

つ
も
垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
裸
子
植
物
で
落
葉
性

の
高
木
。
そ
の
起
源
は
古
く
、
約

２
億
年
前
の
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
に
栄

立石自治会館大イチョウと
牛頭天王

幹には多くの気根が垂れ下がる 奉納されている棟上式札

え
、
そ
の
種
を
今
に
伝
え
る
「
生
き

た
化
石
植
物
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
傍
ら
に
は
「
牛
頭
天

王
」
を
祀
る
祠
が
あ
り
ま
す
。
牛
頭

天
王
は
京
都
祇
園
の
八
坂
神
社
の
神

で
疫
病
を
防
ぐ
神
で
す
。お
そ
ら
く
、

医
療
技
術
が
乏
し
か
っ
た
時
代
、
民

は
長
寿
の
樹
で
も
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の

も
と
に
一
汁
一
菜
と
酒
を
持
ち
寄

り
、
牛
頭
天
皇
に
祈
る
こ
と
で
、
無

病
息
災
と
家
内
安
全
、
村
の
繁
栄
を

祈
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

【平面図】

【主な施設の概要】

〇ホール　67.68㎡　〇和室　17.5 帖

〇調理室　30.68㎡　〇事務室（台所奥）

〇倉庫（外からの出入り可）　〇男女ＷＣ

〇バリアフリーＷＣ（屋外兼用）

〇玄関向かって右側に車椅子用のスロープ



日 月 火 水 木 金 土

７ ８成人の日 ９ 10 11 12 13
■班長会 (19:30~)
◆内子町 20 歳の
記念式 / 共生館
(14:00~)

◆行政相談 / 小
田自治センター

（9:30~）

燃えるゴミ 資源ごみ（空き缶）燃えるゴミ

14 15 16 17 18 19 20
■どんど焼き /
自治会館グランド
(10:00~)

燃えるゴミ
資源ごみ（びん、
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 外） 燃えるゴミ

21 22 23 24 25 26 27

燃えるゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ

28 29 30 31 2/1 ２ ３

燃えるゴミ 資源ごみ（古紙） 燃えるゴミ

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

燃えるゴミ

■班長会 (19:30~)

資源ごみ（空き缶）燃えるゴミ

※朝夕の凍結には十分気を付けましょう！

１月７日（日）～２月 10日（土）

●人のうごき（R6.1.1 現在）

    世帯数   85 世帯（△ 1）
    人　口　155 人   （△ 1）
　     男　     69 人   （0）
　     女 　    86 人   （△ 1）

 （）…前月比

●自治会館等掃除当番
 　　１月　―
 　　２月　天神下

編

集

幸

記

４
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暮らしの情報カレンダー
各団体の行事予定をはじめ、楽しい
話題、珍しい野菜や果物、面白い出
来事―。なんでも結構です。広報部
までどしどしお寄せください。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
最
初
の
取

材
は
尾
首
の
初
日
の
出
。
多
く
の
人

出
で
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。一
方
、

能
登
地
方
で
は
地
震
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
敦
）尾首に集うたくさんの人たち


